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２０２５福祉の動向とサニーサイドのいま

昨今の社会福祉を取り巻く環境は、大きく変わってきています。人材不足は慢性化し、賃上げ等の処遇改善は報酬改定や加算

がなければ立ちゆきません。その結果、全社会福祉法人の約３０％は赤字での経営を余儀なくされています （介護40%、保育

21%、障がい32％）。

また、利用者の重度・高齢化に伴い、障害のある方と支える親がともに高齢化する「8050問題」なども社会問題となっていま

す。地域共生社会の実現という意味からも、幼少期から計画的に社会資源（ヘルパー等）を導入し、親なき後も地域で孤立せず

に暮らせる包括的なネットワーク構築と、長期的な伴走支援の充実が必要となっています。

それらの核となる居住面の支援は、主に施設入所支援とグループホームが担っています。しかし、施設から地域生活（グルー

プホーム等）への移行が進む反面、単に住む場所のみを提供し、支援がほとんどなされない利益至上主義の施設が問題視され

ています。就労支援事業所でも不正が横行し、そのため、自治体による総量規制や基本報酬の減額、適正化により、「預かるだ

け」の施設から、専門性をもって対応できる質の高い事業所への再編が進んでいくと考えられます。

サニーサイドでは、これらの現状を踏まえ少しづつですが対応を進めています。基本となる利用率の向上に向けた取り組みは、

アールブリュットによるイメージアップもあり、利用希望者や職員の求人ともに増加傾向となっています。今年度は、総収入

（416,873千円）、次期繰越収支差額（61,531千円）となり堅調な経営ができています。人材確保面もどうにか現状維持（7増

7減）しつつ、2026年に向けて5名の内定者を確保できています。今後は、人材育成を推進しつつICT・DX化による生産性を

向上し、より専門性を高めていければと考えています。
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2025年度重点項目への取り組み

①人材への投資

2025年は平均２．３％の定期昇給等を実施しています。賃金自体は県内同形態の事業所と比較しても標準より少し高い水準にありますが、人材確保・

定着に向けては賃金のみではなく、就業環境の整備や福利厚生の充実、ワークライフバランスも重視する必要があります。

そのため、職員階層ごとの業務一覧表の見直しの実施やカスタマーハラスメント規程の策定、タイムスタディによる遅出業務の見直しなどを行っていま

す。人材確保に関しても、離職者7名（正１契６）に対し採用7名（正２契５）と長期的な視点で働ける正職員が増加しています。

②魅力あるサービスづくり

前年度に引き続き特別支援学校５校と相談支援事業所との連携を強化。実習生はのべ11名54日間の受け入れを行い、そのうち1名が2026年から

のワークセンターの利用に繋がりました。最近はアールブリュットもサニーサイドのイメージアップ、魅力の向上に役立っていると感じます。アールブ

リュットを見て施設見学を希望されるなど、新規利用者の獲得（全事業で新規6名）や希望者の増加に繋がっています。

専門性の向上については、研修やケース検討を中心に年間64回（のべ401名）実施しました。支援の専門性を高める研修（熊本県北部発達障害者支援

センター“わっふる”による強度行動障害研修等）や、職員の社会性の向上（三藤弁護士によるコンプライアンス研修等）に取り組んでいます。また、熊本県

内外の先進的な取り組みを行っている５施設の視察研修（計２９名参加）も行い、新たな支援に取り入れています。

③ICT・DX化による生産性の向上・効率化

勤務表自動作成システム「シフトメーション」（20時間⇒１０時間）、人事システム「カオナビ」（１５時間⇒６時間）の導入をおこないました。

また、議事録作成ソフト「プラウドノート」、AI（Gemini,NotebookLM等）を試験運用しています。

今後は、記録ソフトや見守りシステムの更新を検討し業務を省力化。その省力化により得られた時間を、利用者の直接処遇の充実、サービスの質の向上

につなげていきたいと考えています。

3



4



5



6



7



8



9



10



11



12



13



14



15



16



17



18



19



20



21



22



23



24



25


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25

